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【研究の概要】 

・これからの社会は互いを尊重した多様性社会である。私た

ちは、さまざまな差異を超えて協働しなければならないことを

知識として理解しているつもりでも、なかなかその思いをこと

ばに出せない自身の存在に気が付いている。つまり、知性と

言動が一致していないのである。 

・「NO」を相手に伝えることがいかに困難であるかをだれもが

知っている。しかし、「NO」を伝えることが人間関係を崩壊させ

ると信じていることを覆さなければ、第一歩は踏み出せない。

この点を 1960 年代のアメリカ公民権運動を基盤として、再度

研究開発されてきたアサーティブネス理論に基づき、ワークシ

ョップやトレーニングを展開する必要性を説いている。 

・実際に、アサーティブネス理論に基づいたコミュニケーション

のワークショップは、日本の多くの自治体、教育委員会、女性

団体や企業等のビジネス組織における研修でも使用されてお

り、 個人差はあるが、産業医からも効果的であるとのデータを            アサーティブなコミュニケーションの在り方   

得ている。                                                                   （石井、2009） 

                                                                 

 

 

 

【研究の特長・従来技術との比較】 

・コミュニケーションを単なる話し方の問題とするのではなく、戦

略として身に付けるものとの位置づけを行い、相手を尊重しつ

つ、その一方で自分を尊重し、自分の気持ちや感情を伝えてい

くことであると定義する。 

・自分ひとりで生きているのではなく、他者の存在を認め、協働

することの重要性を理解するために、社会とかかわる機会をグ

ループで設け、ロールプレイ等を通してトレーニングしていくこと

に特徴がある。 

 

 

 

 

【研究の状況】 
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【課題、今後の方向性】 

・企業等のビジネス組織や地域のリーダーシップ研修等において、

自らを振り返り、新しい課題に挑戦していく過程を記録するワークシ

ートの開発を行う予定である。 

 

【用途・効果】 

・自己肯定に基づく自尊感情と他者理解を深め、積極的な建設的意見提案が行える第一歩を築くことができる。 

・自律的な精神を養うことと、他者との協調を踏まえた人間関係を構築する必要性に気付くことができる。 
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